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概  要 

 

電気自動車や電力貯蔵等の目的で今後、二次電池の需要増が予測されてい

る。次世代の二次電池の中でナトリウムイオン二次電池（SIB）は、資源面、

コスト面において優位である。本シーズは、SIB において高容量、高寿命を有

する Sn/カーボン系負極材料に関するものである。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

Sn 単独負極では、充放電のサイクルに伴う電極活物質の膨張収縮により、

Sn 活物質が電極から剥離するなどし、容量が大幅に低下することが知られて

いる。Sn/カーボン系負極材料を用いた本技術では、Sn の特徴である高容量

を有し、かつ充放電サイクル時の膨張収縮を低減でき、長寿命化を図ることが

できた。 

本技術の 

有用性 

今後、電気自動車等での大型二次電池への需要が高まる中で、高エネルギー

密度を有する Sn/カーボン系負極材料を使用した SIB は、資源的に豊富で、

低コストであるため LIB を置換または補完する電池として非常に有用性が高

い。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

高容量 Sn/カーボン系負極材料の一例 

カーボン材料にアセチレンブラック

（AB）を使用した Sn/カーボン系負

極材料では、放電容量約 650 

mAh/g を有し、50 サイクル後もそ

の放電容量を維持できることが確認

できた。 

適用可能製品 電気自動車や電力貯蔵等の用途の大型二次電池 
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